
　

中
国
で
は
今
年
か
ら
新
た
な
五
カ
年

計
画
期
間
が
始
ま
り
、
新
し
い
第
12
次

五
カ
年
計
画
（
以
下
、
一
二
・
五
）
で

は
従
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
を
大
き
く

変
化
さ
せ
る
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

量
の
七
割
を
占
め
る
石
炭
の
比
率
を
大

き
く
低
下
さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
様

化
を
進
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

●
中
国
の
経
済
成
長
と
石
炭

　

図
1
は
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一

九
七
九
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
平
均
経

済
成
長
率
は
九
・
九
％
で
、
こ
の
間
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
年
平
均
五
・
六
％

で
増
加
し
て
き
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

の
成
長
率
が
経
済
成
長
率
を
下
回
っ
て

い
る
の
は
、
高
度
成
長
期
に
省
エ
ネ
が

進
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ

は
ほ
と
ん
ど
の
時
期
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

不
足
気
味
に
推
移
し
て
き
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
も
あ
る
。

　

注
目
し
た
い
の
は
折
れ
線
グ
ラ
フ
で

示
し
た
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
石

炭
比
率
の
推
移
で
あ
る
。
中
国
の
石
炭

比
率
は
二
〇
一
〇
年
で
七
割
程
度
と
非

常
に
高
く
、
圧
倒
的
な
主
要
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
が
、
実
は
七
〇
年
代
半
ば

ま
で
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
低
下
し
て
い

た
。
し
か
し
改
革
開
放
政
策
に
よ
る
高

度
成
長
期
に
入
る
と
再
び
石
炭
比
率
は

上
昇
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
他
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
比
し
て
石
炭
産
業
で
は
市
場

経
済
化
へ
の
対
応
が
進
み
、
国
有
炭
鉱

以
外
の
炭
鉱
（
郷
鎮
炭
鉱
）
の
参
入
が

急
増
す
る
な
ど
、
大
幅
な
増
産
を
可
能

に
す
る
産
業
組
織
と
な
っ
た
こ
と
が
大

き
い
（
参
考
文
献
①
）。
そ
の
結
果
、

八
〇
年
代
以
降
、
石
炭
比
率
は
再
び
上

昇
に
転
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

九
〇
年
代
後
半
に
は
再
び
石
炭
比
率

は
低
下
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
当
時
ア
ジ
ア
経
済
危
機
の
影
響

な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
が
緩
和
し
、

資
源
乱
掘
や
環
境
破
壊
、
労
災
な
ど
の

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
中
小
炭
鉱

の
整
理
政
策
に
着
手
し
た
た
め
で
あ

る
。
し
か
し
需
給
緩
和
は
一
時
的
な
現

象
に
過
ぎ
ず
、
二
〇
〇
三
年
以
降
は
再

び
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
急
伸
、
需
給
は

逼
迫
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
を
支
え
た
の
は
や
は

り
石
炭
で
あ
り
、
こ
の
時
期
石
炭
比
率

は
再
び
上
昇
に
転
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
中
国
で
は
経
済
成
長
が
加
速
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
が
逼
迫
し
た
際
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
は

も
っ
ぱ
ら
石
炭
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

と
こ
ろ
が
一
二
・
五
に
お
い
て
大
幅

な
石
炭
比
率
の
低
下
、「
脱
石
炭
化
」

が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
図

2
の
通
り
、
全
体
の
数
値
目
標
と
し
て

第
11
次
五
カ
年
計
画
で
掲
げ
ら
れ
、
概

ね
達
成
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
単
位
や
Ｓ

Ｏ
2

排
出
量
削
減
に
加
え
、
新
た
に
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
を
七
・
五
％
か

ら
一
一
・
四
％
に
引
き
上
げ
、
Ｃ
Ｏ
2

排
出
原
単
位
を
一
七
％
改
善
す
る
点
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
Ｎ
Ｏ
X

の

排
出
量
の
一
〇
％
削
減
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
の
四
〇
億
ト
ン（
標
準
炭
換
算
）

へ
の
抑
制
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

新
た
に
導
入
さ
れ
た
目
標
に
よ
っ

て
、
化
石
燃
料
、
特
に
石
炭
が
多
大
な

影
響
を
受
け
る
の
は
明
白
で
あ
る
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
構
成
の
変
化
を
見
る
と
、
石

炭
が
七
ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
に
比
率
を
下

図1　中国の源別エネルギー消費の推移

（出所）『中国統計年鑑』各年版より作成。
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げ
、
そ
の
分
を
天
然
ガ
ス
が
四
ポ
イ
ン

ト
、
水
力
・
原
子
力
・
風
力
・
太
陽
光

が
二
〇
一
〇
年
比
で
六
倍
強
と
な
る
発

電
設
備
拡
充
を
行
い
、
残
り
の
三
ポ
イ

ン
ト
を
ほ
ぼ
吸
収
す
る
と
想
定
さ
れ

る
。
こ
れ
だ
け
の
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
が
わ
ず
か
五
年
間
で
実
際
に
可
能
な

の
か
ど
う
か
、以
下
検
討
し
て
い
こ
う
。

● 「
脱
石
炭
化
」
の
背
景
―
エ
ネ

ル
ギ
ー
間
の
競
争
条
件
の
変
化

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
今
回
の
「
脱
石

炭
化
」
に
は
確
か
な
裏
付
け
が
あ
る
と

言
え
る
。
と
言
う
の
も
、
二
〇
〇
〇
年

代
後
半
以
降
に
石
炭
産
業
に
お
い
て
価

格
制
度
の
改
革
を
主
内
容
と
す
る
市
場

経
済
化
の
大
き
な
進
展
が
あ
り
、
石
炭

価
格
が
上
昇
し
た
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

間
の
競
争
条
件
が
変
化
し
た
と
い
う
状

況
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
石
炭
価
格
が

上
昇
し
、
石
炭
の
か
つ
て
の
価
格
優
位

性
が
薄
ら
い
だ
こ
と
で
他
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
投
資
、
導
入
が
大
幅
に
増
加

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

石
炭
は
二
〇
〇
六
年
以
降
市
場
化
が

進
み
、
現
在
は
大
部
分
の
石
炭
が
市
場

で
の
価
格
形
成
に
よ
っ
て
取
引
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
従
来
人
為
的
に
低

く
抑
え
ら
れ
て
い
た
石
炭
価
格
は
急
騰

し
て
お
り
、
二
〇
〇
八
年
の
価
格
は
二

〇
〇
〇
年
の
二
・
五
倍
に
上
昇
し
て
い

る
。
生
産
コ
ス
ト
も
石
炭
産
業
に
対
す

る
増
値
税
率
引
き
上
げ
や
資
源
税
の
強

化
、
更
に
は
炭
鉱
事
故
防
止
の
た
め
の

保
安
規
制
の
強
化
な
ど
が
行
わ
れ
た
こ

と
で
上
昇
し
て
い
る
。
石
炭
に
つ
い
て

は
従
来
の
補
助
金
を
通
じ
た
低
価
格
政

策
が
放
棄
さ
れ
る
一
方
、
こ
れ
ま
で
価

格
に
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
資
源
や

環
境
、
更
に
は
保
安
コ
ス
ト
な
ど
の
外

部
性
を
内
部
化
す
る
改
革
が
進
ん
で
い

る
こ
と
で
必
然
的
に
価
格
が
高
騰
し
て

い
る
と
言
え
る
。

　

そ
の
結
果
、
地
域
に
よ
っ
て
は
石
炭

火
力
発
電
が
他
の
電
源
と
比
較
し
て
高

コ
ス
ト
と
な
る
状
況
が
生
じ
て
い
る
。

二
〇
一
〇
年
の
卸
売
価
格
が
一
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
当
た
り
〇
・
三
五
元
を
超
え

て
い
る
新
設
発
電
所
は
全
三
二
の
省
電

力
網
の
う
ち
二
二
に
及
び
、
平
均
価
格

は
〇
・
三
八
元
と
な
っ
て
い
る
。
卸
売

価
格
が
そ
れ
以
下
の
水
準
に
収
ま
っ
て

い
る
の
は
石
炭
産
地
の
み
と
言
え
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
水
力
は
〇
・
一
六
元

（
広
西
）か
ら
〇
・
二
五
元（
三
峡
ダ
ム
）、

〇
・
三
元
（
貴
州
）
と
、
石
炭
火
力
よ

り
も
安
価
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
、
石

炭
火
力
は
燃
料
と
な
る
石
炭
価
格
の
高

騰
の
あ
お
り
を
受
け
、
四
三
％
の
発
電

所
が
赤
字
に
陥
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

水
力
は
黒
字
を
確
保
で
き
て
い
る
。
今

後
は
水
力
の
建
設
コ
ス
ト
（
特
に
ダ
ム

建
設
に
伴
う
移
転
補
償
費
用
）
も
上
昇

し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
が
、
一
五
年

ま
で
は
現
状
か
ら
大
き
く
変
化
す
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
移
転
補
償

コ
ス
ト
の
将
来
の
上
昇
を
見
越
し
て
早

い
う
ち
に
ダ
ム
建
設
を
進
め
よ
う
と
い

う
想
念
も
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

も
う
一
方
の
有
力
な
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
天
然
ガ
ス
に
つ
い
て
も
、

石
炭
が
依
然
と
し
て
計
画
経
済
的
制
度

の
下
で
取
引
さ
れ
て
い
た
二
〇
〇
〇
年

代
前
半
ま
で
の
時
期
は
石
炭
よ
り
も
割

高
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
五
月
末

時
点
で
は
同
一
熱
量
ベ
ー
ス
で
換
算
す

る
と
天
然
ガ
ス
は
石
炭
よ
り
六
一
％
も

割
安
な
価
格（
二
・
〇
五
元
／
平
方
メ
ー

ト
ル
）
で
供
給
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文

献
②
）。
天
然
ガ
ス
が
石
炭
よ
り
も
割

安
な
の
は
、
国
内
で
生
産
さ
れ
た
天
然

ガ
ス
の
う
ち
工
業
用
途
向
け
以
外
は
政

府
に
よ
る
公
定
出
荷
価
格
が
適
用
さ

れ
、
特
に
天
然
ガ
ス
消
費
の
三
四
％
を

占
め
る
都
市
ガ
ス
は
庶
民
に
対
す
る
配

慮
が
あ
り
、
か
な
り
割
安
に
設
定
さ
れ

て
き
た
た
め
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
天
然
ガ
ス
価
格
が
今
後
上

昇
し
て
い
く
可
能
性
は
高
い
。
割
安
に

据
え
置
か
れ
て
い
る
天
然
ガ
ス
へ
の
需

要
は
当
然
増
大
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、

現
状
は
用
途
に
応
じ
て
利
用
制
限
を
か

け
る
行
政
的
手
法
で
対
応
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
都
市
ガ
ス
用
途
以
外
の
発
電

や
工
業
用
燃
料
、
あ
る
い
は
化
学
原
料

と
し
て
の
利
用
に
は
認
可
を
得
る
必
要

が
あ
る
。
し
か
し
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

活
用
し
な
い
こ
う
し
た
や
り
方
で
は
、

必
要
と
す
る
ユ
ー
ザ
ー
が
利
用
で
き
な

い
反
面
、
行
政
の
決
定
で
利
用
で
き
る

ユ
ー
ザ
ー
は
浪
費
を
す
る
可
能
性
が
高

い
。
既
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に

よ
る
輸
入
が
消
費
量
の
一
二
％
に
達

し
、
二
〇
一
五
年
に
は
三
五
％
に
ま
で

拡
大
す
る
見
通
し
で
あ
る
。
輸
入
ガ
ス

を
国
内
に
割
安
な
価
格
で
供
給
す
る
こ

と
で
逆
ザ
ヤ
が
発
生
し
て
お
り
（
輸
入

価
格
は
国
内
価
格
の
倍
程
度
）、
今
後

第11次五カ年計画 第12次五カ年計画

規制内容

エネルギー原単位

工業用水使用原単位

COD

SO2

目標値
（対2005年比）

目標値
（対2010年比）

20％

30％

10％

10％

19.1％

31.3％

12.45％

14.29％

16％

30％

8％

8％

実績 規制内容

非化石エネルギー比率

CO2原単位（対2010年比）

戦略産業（SEIs）のGDP比

NOx（対2010年比）

年間エネルギー消費量

11.4％

17％

8％

10％

10％

目標値

アンモニアからの窒素
排出量削減（2010 level）

40億トン
（標準炭換算）

図2　第11次および第12次五カ年計画におけるエネルギー・環境目標

（出所）China Greentech Initiative資料
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輸
入
量
も
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
天
然
ガ
ス
価
格
の

上
昇
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
政
府
は
社

会
的
影
響
を
考
慮
し
て
時
間
を
か
け

て
、
次
第
に
引
き
上
げ
が
進
む
、
す
な

わ
ち
向
こ
う
五
年
間
で
急
激
に
上
昇
す

る
可
能
性
は
大
き
く
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

● 

産
業
育
成
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン̶

原
子
力
・
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー

　

ま
た
原
子
力
も
一
二
・
五
に
お
け
る

重
要
な
石
炭
代
替
電
源
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
末
時
点

で
既
に
稼
働
し
て
い
る
中
国
の
原
子
力

発
電
の
設
備
容
量
は
一
〇
八
二
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
（
一
三
基
）
で
世
界
第
一
〇
位

で
あ
る
が
、
石
炭
火
力
が
圧
倒
的
な
比

率
に
上
る
中
国
で
は
発
電
設
備
全
体
の

一
・
一
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
と

は
い
え
、建
設
中
の
発
電
所
は
二
八
基
、

設
備
容
量
で
三
〇
九
七
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

で
い
ず
れ
も
一
二
・
五
期
間
中
に
完
成

予
定
で
あ
り
、
今
後
五
年
間
で
三
倍
近

く
に
増
大
す
る
見
通
し
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本

に
次
ぐ
世
界
第
四
位
の
原
子
力
導
入
国

に
躍
進
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

従
来
中
国
は
原
子
力
に
つ
い
て
は

「
適
度
な
発
展
」、
具
体
的
に
は
既
存
発

電
所
の
利
潤
で
新
規
建
設
を
進
め
る
原

則
で
臨
み
、
最
初
の
秦
山
原
発
が
一
九

九
一
年
、
続
い
て
大
亜
湾
が
一
九
九
四

年
に
稼
働
し
た
後
は
二
〇
〇
二
年
に

な
っ
て
よ
う
や
く
嶺
澳
、
二
〇
〇
四
年

に
田
湾
が
稼
働
す
る
と
い
う
形
で
成
長

速
度
は
緩
や
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二

〇
〇
七
年
に
原
子
力
発
電
中
長
期
発
展

計
画
を
公
表
し
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に

原
子
力
の
稼
働
済
の
設
備
容
量
を
四
〇

〇
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
す
る
目
標
を
明

確
に
掲
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
更
に
一

二
・
五
で
は
こ
の
目
標
を
前
倒
し
て
二

〇
一
五
年
に
達
成
す
る
こ
と
が
規
定
さ

れ
、
原
発
は
「
強
力
に
発
展
」
さ
せ
る

と
位
置
づ
け
が
上
が
っ
た
。
福
島
第
一

原
発
の
事
故
が
発
生
す
る
直
前
に
は
、

二
〇
二
〇
年
の
設
備
容
量
は
八
六
〇
〇

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
二
〇
一
〇
年
比
で
八

倍
！
）
を
目
標
と
す
る
と
い
う
政
府
高

官
の
意
見
が
公
表
さ
れ
て
い
た
。

　

政
府
の
原
発
政
策
の
姿
勢
転
換
を
促

し
た
要
因
は
環
境
面
、
特
に
Ｓ
Ｏ
2

と

Ｃ
Ｏ
2

の
排
出
削
減
効
果
へ
の
期
待
も

あ
る
が
、
天
然
ガ
ス
と
同
様
、
石
炭
価

格
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
で
原
子
力
の

相
対
的
な
経
済
性
が
向
上
し
て
い
る
影

響
は
大
き
い
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
浙

江
省
に
立
地
す
る
秦
山
原
発
第
Ⅱ
期
の

卸
売
電
力
価
格
は
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当

た
り
〇
・
三
九
元
で
あ
る
が
、
同
省
の

石
炭
火
力
の
平
均
卸
売
価
格
は
〇
・
四

三
元
と
な
っ
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
原
子
力
自
体
が
そ
の

発
電
コ
ス
ト
を
着
実
に
低
下
さ
せ
て
い

る
点
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
に
運
転
開

始
予
定
の
陽
江
原
発
の
卸
売
価
格
は

〇
・
三
六
元
に
ま
で
低
下
す
る
見
通
し

で
あ
る
。
コ
ス
ト
低
下
の
背
景
に
は
原

子
炉
設
備
の
国
産
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
あ
り
、
陽
江
原
発
の
国
産
化
率
は

八
割
以
上
に
達
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　

も
う
一
点
注
目
す
べ
き
石
炭
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
風
力
発
電
が
あ

り
、
中
国
で
は
特
に
二
〇
〇
六
年
以
降

急
激
に
導
入
が
進
ん
で
お
り
、
二
〇
一

〇
年
時
点
で
導
入
設
備
容
量
は
四
四
七

三
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
発
電
設
備
全
体
に

占
め
る
比
率
は
四
・
七
％
と
同
年
ア
メ

リ
カ
を
抜
い
て
世
界
最
大
の
風
力
発
電

設
備
導
入
国
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇

二
年
に
お
け
る
設
備
容
量
は
四
七
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
こ
こ
数
年
の
導
入
ス
ピ
ー
ド
が

い
か
に
急
速
で
あ
っ
た
か
が
分
か
る
。

　

こ
の
背
景
に
も
や
は
り
風
力
発
電
の

大
幅
な
コ
ス
ト
低
下
が
あ
る
。
風
力
の

卸
売
価
格
は
〇
・
五
〜
〇
・
六
元
で
、

石
炭
価
格
が
高
騰
す
る
な
か
、
石
炭
産

地
か
ら
距
離
的
に
離
れ
た
地
域
、
例
え

ば
広
東
省
な
ど
で
は
石
炭
火
力
と
競
争

可
能
な
水
準
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
広
東

省
の
二
〇
〇
九
年
の
石
炭
火
力
の
卸
売

価
格
は
〇
・
四
九
元
）。
中
国
の
風
力

発
電
の
卸
売
価
格
は
日
本
円
で
は
七
円

弱
と
い
う
水
準
で
、
日
本
の
一
一
円
と

い
う
水
準
を
大
幅
に
下
回
る
。
原
子
力

と
同
様
、
風
力
発
電
に
つ
い
て
も
中
国

で
は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
急
激
に
進
ん
で

お
り
、
二
〇
一
〇
年
の
導
入
コ
ス
ト
は

二
〇
〇
八
年
比
で
三
〇
％
、
二
〇
〇
六

年
比
で
は
五
〇
％
も
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

が
進
ん
だ
と
さ
れ
る
。

　

風
力
発
電
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
可
能

に
し
た
の
は
風
力
の
よ
う
な
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
で
あ
っ
て
も
厳
し
い

市
場
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
こ
と
で

あ
る
。
中
国
に
と
っ
て
風
力
発
電
は
主

に
海
外
企
業
か
ら
の
技
術
導
入
か
ら
出

発
し
、
二
〇
〇
四
年
時
点
で
は
海
外

メ
ー
カ
ー
の
シ
ェ
ア
が
七
五
％
と
圧
倒

的
で
あ
っ
た
。
国
内
メ
ー
カ
ー
は
も
っ

ぱ
ら
小
規
模
設
備
の
生
産
に
止
ま
っ
て

い
た
。
し
か
し
国
内
メ
ー
カ
ー
は
そ
の

後
年
々
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
、
導
入
が
加

速
す
る
二
〇
〇
六
年
に
は
新
規
導
入
設

備
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
四
一
％
に
上

昇
、
そ
の
後
も
急
上
昇
を
続
け
、
二
〇

〇
九
年
に
は
八
七
％
に
達
し
て
い
る
。

背
景
に
は
中
国
政
府
が
海
外
メ
ー
カ
ー

に
中
国
市
場
へ
の
参
入
に
際
し
て
国
産

化
率
を
七
〇
％
以
上
と
す
る
規
定
を
二
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〇
〇
五
年
に
導
入
し
、
海
外
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
中
国
国
内
で
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
技
術
移
転
を

迫
る
措
置
を
取
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
ア

メ
リ
カ
な
ど
の
強
い
抗
議
に
よ
り
、
二

〇
一
〇
年
に
こ
の
措
置
は
撤
廃
）。
こ

う
し
た
支
援
の
結
果
、
国
内
メ
ー
カ
ー

が
成
長
し
た
こ
と
こ
そ
、原
子
力
同
様
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
牽
引
し
て
き
た
要
因

で
あ
る
と
言
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
風
力
発
電
市
場
を
作
っ
た

の
は
政
府
の
規
制
に
よ
る
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
中

長
期
発
展
計
画
に
お
い
て
二
〇
一
〇

年
、
二
〇
年
に
水
力
以
外
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
を
そ
れ
ぞ
れ
一
％

と
三
％
に
す
る
目
標
を
立
て
、
大
規
模

発
電
事
業
者
に
は
水
力
以
外
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
の
占
め
る
比
率
を

三
％
、
八
％
に
す
る
強
制
力
の
あ
る
目

標
を
設
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
最
も
経
済
性

の
あ
る
風
力
を
発
電
事
業
者
は
競
っ
て

導
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
政
府
自
身
も
財
政
投
資
に
よ
る

風
力
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
二
〇
〇
三

年
以
降
、
毎
年
大
規
模
に
展
開
し
て
き

た
。
重
要
な
の
は
、
こ
の
際
、
全
量
買

い
取
り
で
は
な
く
競
争
入
札
方
式
を

取
っ
て
き
た
点
で
あ
る
。
発
電
事
業
者

は
も
ち
ろ
ん
政
府
も
発
電
設
備
メ
ー

カ
ー
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
求
め
た
結

果
、
設
備
メ
ー
カ
ー
は
二
〇
〇
八
年
か

ら
二
〇
一
〇
年
の
僅
か
二
年
で
三
割
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
分
析
を
ま
と
め
る
と
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
石
炭
産
業
の
市

場
経
済
化
に
伴
っ
て
石
炭
価
格
が
上
昇

し
、
こ
れ
ま
で
石
炭
を
主
要
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
押
し
上
げ
て
き
た
価
格
競
争
力

は
既
に
陰
り
が
見
え
つ
つ
あ
る
。
こ
れ

が
一
二
・
五
に
お
い
て
天
然
ガ
ス
や
水

力
の
利
用
が
大
幅
に
拡
大
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
背
景
で
あ
る
。
ま
た
原
子

力
や
風
力
に
つ
い
て
は
、
石
炭
の
価
格

上
昇
に
よ
る
相
対
的
な
競
争
条
件
の
向

上
ば
か
り
で
な
く
、
国
内
企
業
育
成
を

目
論
ん
だ
政
府
の
産
業
政
策
に
よ
る
大

幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
実
現
し
、
そ
れ

が
導
入
の
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
結
果
、
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構

造
は
今
後
五
年
間
で
大
き
く
変
容
す
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

● 「
脱
石
炭
化
」
の
も
た
ら
す
影

響

　

最
後
に
今
後
脱
石
炭
化
が
進
ん
で
い

く
と
し
た
場
合
、
今
後
世
界
の
資
源
・

環
境
問
題
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
展
望
し
て
お
こ
う
。

　

図
3
の
棒
グ
ラ
フ
は
二
〇
一
〇
年
時

点
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
中
国
は
こ
の
年
、
ア

メ
リ
カ
を
抜
い
て
世
界
最
大
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
国
と
な
っ
て
い
る
。
折
れ
線

グ
ラ
フ
は
二
〇
〇
〇
年
時
点
の
消
費
量

を
示
し
て
い
る
が
、
中
国
は
こ
の
一
〇

年
間
で
消
費
量
を
二
倍
以
上
に
増
大
さ

せ
た
こ
と
が
分
か
る
。
二
〇
〇
〇
年
代

の
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
成
長
は
全
く
驚

異
的
と
い
う
し
か
な
い
。

　

他
の
国
々
の
多
く
は
こ
の
一
〇
年
間

は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
中
国
が
突
出
し
て
消

費
量
を
増
や
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
も
成

長
率
は
目
覚
ま
し
い
が
、
絶
対
量
は
中

国
と
比
肩
す
べ
く
も
な
い
。
世
界
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
は
中
国
次
第
と
言
え
よ

う
。
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）

は
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
三
〇
年
に

か
け
て
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の

増
加
分
の
う
ち
、
三
分
の
一
が
中
国
一

国
に
よ
る
も
の
と
予
測
し
て
い
る
。

　

近
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
急
増
の
結

果
、
一
九
九
二
年
に
純
輸
入
に
転
じ
た

石
油
に
加
え
、
石
炭
も
二
〇
〇
九
年
よ

り
純
輸
入
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
〇

年
に
は
こ
れ
ま
で
世
界
最
大
の
石
炭
輸

入
国
で
あ
っ
た
日
本
と
ほ
ぼ
並
ぶ
一
億

七
七
〇
〇
万
ト
ン
に
ま
で
輸
入
が
急
拡

大
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
中
国
の
石
油

輸
入
が
世
界
の
石
油
貿
易
総
量
に
占
め

る
比
率
は
一
一
・
一
％
で
あ
る
が
、
石

炭
輸
入
の
場
合
一
八
・
九
％
と
石
油
を

上
回
る
。
特
に
日
本
に
と
っ
て
は
中
国

の
石
炭
輸
入
拡
大
は
相
当
の
イ
ン
パ
ク

ト
で
あ
る
。
一
二
・
五
に
お
い
て
脱
石

炭
化
が
今
後
進
め
ば
、
石
炭
輸
入
量
の

拡
大
ス
ピ
ー
ド
に
あ
る
程
度
歯
止
め
が

か
か
る
と
期
待
さ
れ
る
。

　

し
か
し
代
わ
っ
て
天
然
ガ
ス
の
輸
入

量
が
増
え
る
こ
と
も
確
実
で
あ
る
。
天

然
ガ
ス
の
生
産
能
力
は
二
〇
一
五
年
に

は
一
七
〇
〇
億
平
方
メ
ー
ト
ル
に
拡
大

図3　世界の主要国のエネルギー消費量（2010年）

（出所）　“BP statistical review of world energy 2010”（http://www.bp.com/）から作成。
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す
る
も
の
の
、
輸
入
量
も
九
〇
〇
億
平

方
メ
ー
ト
ル
と
二
〇
一
〇
年
と
比
較
す

る
と
五
・
五
倍
の
増
加
に
な
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
二
〇
一
〇
年
の

日
本
の
輸
入
量
（
九
三
五
億
平
方
メ
ー

ト
ル
、
世
界
第
三
位
）
に
ほ
ぼ
匹
敵
す

る
水
準
で
あ
る
。

　

結
局
、
脱
石
炭
化
が
進
ん
だ
と
し
て

も
中
国
が
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
及

ぼ
す
影
響
は
引
き
続
き
巨
大
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。
重
要
な
の
は
効

率
利
用
（
省
エ
ネ
）
を
促
す
仕
組
み
が

機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
脱

石
炭
化
の
原
動
力
と
な
っ
た
石
炭
価
格

制
度
の
改
革
は
価
格
上
昇
に
よ
る
節
約

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
働
か
せ
、
石
炭
の

需
要
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
需
要
の
行
先
と
な
っ
た
天

然
ガ
ス
は
依
然
価
格
水
準
が
低
位
に
誘

導
さ
れ
て
お
り
、
需
要
拡
大
に
歯
止
め

の
な
い
、
浪
費
を
招
く
状
態
の
ま
ま
で

あ
る
。
今
後
天
然
ガ
ス
価
格
制
度
の
改

革
に
ま
で
踏
み
込
め
る
か
、
注
目
さ
れ

る
（
電
力
の
小
売
価
格
に
も
同
様
の
問

題
が
あ
る
）。

　

他
方
、
環
境
問
題
に
関
し
て
は
、
脱

石
炭
化
は
少
な
か
ら
ず
好
影
響
が
期
待

さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
石
炭
に
依
存
す
る

比
率
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
中
国
の
Ｃ

Ｏ
2

排
出
量
は
二
〇
〇
七
年
に
ア
メ

リ
カ
を
抜
き
二
〇
一
〇
年
に
は
世
界
の

二
五
％
を
占
め
る
最
大
の
排
出
国
と

な
っ
て
い
る
。
炭
素
強
度
の
高
い
石
炭

に
代
わ
っ
て
、
天
然
ガ
ス
、
水
力
、
更

に
は
原
子
力
や
風
力
の
普
及
が
進
む
こ

と
は
Ｃ
Ｏ
2

排
出
削
減
に
大
き
な
効

果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
短
期
的
に
は
若
干
足
踏
み

を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
見
通
し
で
あ

る
。
原
子
力
に
つ
い
て
は
、
福
島
第
一

原
発
事
故
の
影
響
を
受
け
、
中
国
国
内

で
も
原
子
力
に
対
す
る
世
論
の
関
心
は

高
ま
っ
て
お
り
、
安
全
管
理
の
向
上
の

た
め
に
、
現
在
建
設
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
第
二
世
代
改
良
型
の
原
子
炉
の
建

設
は
今
後
第
三
世
代
原
子
炉
に
取
っ
て

代
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う

す
る
と
国
産
化
率
の
引
き
上
げ
、
ひ
い

て
は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
一
定
の
ブ
レ
ー

キ
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
一
二
・
五
計
画
の
見
通
し
は
と

も
か
く
、
二
〇
二
〇
年
の
目
標
は
下
方

修
正
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

他
方
、
風
力
に
つ
い
て
も
、
今
後
導

入
の
中
心
は
陸
上
か
ら
海
洋
へ
と
移
っ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
、
技
術
的
に
は
一

段
高
い
水
準
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
一
基
当
た
り
の
設
備
規
模
の
拡
大

も
更
に
進
む
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
中
国
国
内
メ
ー
カ
ー
の
現
状
の
技

術
力
で
は
即
座
に
対
応
で
き
な
い

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
一
二
・

五
の
風
力
の
導
入
目
標
が
過
去
五
年
の

発
展
ス
ピ
ー
ド
と
比
べ
る
と
保
守
的
な

の
は
そ
う
し
た
背
景
が
あ
る
。

　

と
は
言
え
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
示

す
通
り
、
一
定
の
技
術
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
の
時
間
を
経
た
後
は
原
子
力
も
風
力

も
、
更
に
は
太
陽
光
で
さ
え
も
、
中
国

企
業
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
再
び
進

み
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
多
様
化
は
引

き
続
き
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
少
な
か
ら
ず
中
国

が
世
界
の
資
源
環
境
問
題
に
及
ぼ
す
巨

大
な
影
響
を
緩
和
す
る
も
の
だ
と
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
ほ
り
い　

の
ぶ
ひ
ろ
／
九
州
大
学
経

済
学
研
究
院
准
教
授
）
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